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１月定例教育委員会会議録 

 

開催日時   令和５年(2023 年)１月 13 日(金) 

午後２時～午後２時 15 分 

 

開催場所   県庁新館４階教育委員会室 

 

出席委員   教育長           福永 忠克 

委 員（教育長職務代理者） 土井 真一 

委 員           岡崎 正彦 

委 員           窪田 知子 

委 員           野村 早苗 

委 員           石井 太 

 

 

１ 開  会 

 

●教育長から開会の宣告があった。 

  

●教育長から出席者の確認があり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第 14 条第３項の規定により、会議の成立が確認された。 

  

●事務局から説明員の出欠について報告があった。 

 

２ 非公開事件の確認 

 

●教育長から、本日の議題についてはすべて公開で審議すべきとの発議があり、

全員異議なく了承された。 

 

３ 会議録確認 

 

●12 月 23 日開催の定例教育委員会に係る会議録について、適正に記録されてい
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ることを確認し、承認された。 

 

４ 報告（公開） 

 

●教育長から報告事項ア「滋賀県における夜間中学および多様な学びの場の設

置について」、事務局に報告を求める旨の発言があり、事務局から資料に基づ

き説明があった。 

 

●主な質疑・意見 

 

（岡崎委員） 

対象者としては湖南市で就労する外国人の方が多くなることを想定してい

るのか。 

 

（幼小中教育課長） 

通学対象を県内全域とするが、通学希望者の居住地域やその他のニーズにつ

いては、今後の調査等により把握してまいりたい。 

湖南市に所在するため、近隣に在住、在勤の方は通学しやすいと思う。 

 

（岡崎委員） 

湖南市近隣の地域が活性化し、ニーズがある方の助けになればよいと思う。

徐々に広がっていけばよいのではないか。 

 

（土井委員） 

夜間中学に対しては、時代によって様々なニーズがあると思う。湖南市に設

置するのであれば、外国人の方の入学が想定されるので、日本語指導を含めて

中学校の教育を実施することは重要であると思う。 

また、夜間中学を活用して、様々な取組を行ってはどうか。中学校に併設す

るのであれば、中学生との国際交流の機会としたり、中学生の外国人生徒に対

する日本語指導の拡張の機会としたりできるのではないか。 

夜間中学を貴重な資源として、その時代の様々なニーズに合わせて、活用し

ていただきたい。 
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（幼小中教育課長） 

教育課程については柔軟に対応したい。外国人の方が多ければ、日本語指導

の充実は重要となり、教育課程の編成や日本語指導ができる人材の確保も大事

になると思う。またその他のニーズにも、柔軟に対応してまいりたい。 

 

（教育長） 

中学校に併設されるので、中学校に通う中学生と、夜間学級に通う人々との

交流や学び合いについても工夫することで、中学生にとっても様々な効果があ

ると思うので、その点についても湖南市としっかり調整してまいりたい。 

 

５ 閉  会 

 

●教育長から、本日の議事が全て終了した旨の発言があり、閉会の宣告があった。 


